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ブプロフェジン剤の空中散布 によるヒメ トビウンカ防除効果

斉藤浩 一 ・本郷 武*・ 橋 田弘一*・ 大森貴 寿*・ 合 田健二 ・尾田啓一

(栃木県農業試験場 ・*同栃木分場)

イネ縞葉枯 病 の媒介 虫 ヒメ トビウ ンカ の第1世 代虫

の増殖 場所 と してム ギ類 は重 要 であ る。 そ こで,ム ギ

類 に生 息す る ヒメ トビ ウンカに対 す る,幼 虫脱皮 阻害

剤 アプ ロー ドゾル(ブ プ ロフ ェジ ン剤)の 空 中散 布 に

よ る防 除効果 を検 討 したの で,そ の概要 を報 告 する｡

試 験 方 法

1983年 に下都賀郡 岩舟 町 中之島 に おい て,供 試剤 の

アプ ロー ドゾル は40倍 液及 び60倍 液 を5月19日 の1回,

対 照剤 のバ ッサ ジ ノン乳剤 は30倍 液 を5月19日 ・5月

27日 の2回 及 び5月27日 の1回,各 区 と も1ha当 た

り304を ヘ リコプ ター に よ り空 中散 布 した。

圃場 にお ける防除効 果 は,各 区内 よ りコムギ及 びオ

オムギ各3圃 場 を選 び,捕 虫網 に よる25回 振 りす くい

取 りに よ り,ヒ メ トビ ウンカの生 息密 度 を調査 した。

ヒメ トビ ウンカの幼 虫 に対 す る残 効 は,ノ ウバ ウエ ル

鉢 に5月6日 に移植 した イネ苗 を5月19日 の散布 時 に

区内 に設置 し,散 布5分 後 に回収 して持 ち帰 り,所 定

日に飼 育筒 をかぶ せ,3～4齢 幼 虫 を放飼 し,7日 後

に死 虫率 を調査 した。 ま た,散 布 直後 よ り7日 後 まで

無 散布 苗 を アプ ロー ドゾル60倍 液散 布 区内 の オオム ギ

畑 内 に設置 し,同 様 の方 法 に よ り幼 虫 を放飼 し死 虫率

を調査 した。更 に散 布時 に ポ リポ ッ ト植 えの各種 作物

を設置 し,散 布4日 後 に薬 害 の発生 程度 を調 査 した。

結果 及び 考察

第1表 に示 す とお り,供 試剤散 布 時 の ヒメ トビ ウン

カは成 虫が 少 な く幼 虫が主 体 の時期 で あ った。 コム ギ

第1表　 ムギ畑 におけるヒメ トビウンカ発生消長(25回 振 りす くい取 り虫数)
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第2表　 ヒメ トビウンカ幼 虫に対す る残効

第3表　 ポッ ト植苗 にお環ける薬害発生状況

畑 の ヒメ トビウ ンカに対 す る

ア プ ロー ドゾルの効 果 は,散

布4日 後 の5月23日 に は,対

照 のバ ッサ ジ ノン乳 剤30倍 液

区 に比べ密 度 の低下 が顕 著 で

な く劣 ったが,7日 後 の5月

26日 以降,40倍 液 区 ・60倍液

区 と も低 密度 と な り,高 い防

除効 果 を示 した。 オオ ムギ畑

に お ける効 果 は,発 生 が少 な

か った ため顕著 で はな か った

が,同 様 の傾 向 を示 した。3

～4齢 幼 虫 に対 す る残効 は,

第2表 に示 す と お り,40倍 液

区 ・60倍 液区 と も,散 布21日

後放 飼 まで90%以 上 の死 虫率

を示 し,対 照剤 に比 べ長 い残

効 を示 した。 ま た,無 散 布苗

をムギ畑 内 に設 置 し,薬 剤 が

直接 虫体 に接触 しない状 態 で も死 虫が み られ る ことか

ら,本 剤 は間接 的 な殺虫 効果 もある と考 え られ る。作

物 に対 す る薬害 は第3表 に示 す とお り,ハ クサ イ及 び

カブで 目立 ったが,新 葉 の展開 に伴 い 目立 たな くなった。

 以上 の結 果か ら,ム ギ類 の ヒ メ トビウン カに対 す る

ア プ ロー ドゾ ル40倍 液 ～60倍 液,1ha当 た り304の

空中散布 によ る防除 は,成 虫密度 が低 く,幼 虫密 度 の

高 い時 期 に実 施 すれ ば実用性 が高 い と考 え られ る。


